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編 集 雑 記

◎ 次代を担う衛生・環境工学者インタビュー100回記念企
画　眞柄泰基先生の衛生・環境工学思想と行動・業績を
聞く(その５、最終回)～毒性評価、環境管理、民間企業
との連携、次代へのメッセージ～　◎河川愛護月間関連
行事のお知らせ｢川のフォトコンテスト2026｣作品募集!!!東
京都建設局　◎｢水災における緊急安全確保に資する効果
的な情報提供に関する検討会｣ のとりまとめを公表します
◎防犯リフォームで安全・安心なくらしを　◎リユース等の
促進に関するロードマップの策定について　◎建築物リフォ
ーム・リニューアル調査報告　◎退職金制度で建設技能
者の処遇改善へ! ◎｢科学漫画サバイバル｣を読んで住ま
いの耐震化を考えよう!　◎｢令和６年外国人雇用実態調
査｣の結果を公表します　◎相続空き家の相続前の対策
の有無などを新たに調査しました!　◎東京都地下空間浸
水対策ガイドラインの改定について　◎ Photoエッセイ 土
木工学と衛生工学…余湖典昭　◎ トピックス 安全・安心の
確保へ 道路地下空間利用で検討委新設／首都形成ビジョ
ンで改定案 国交省・東京都 防災まちづくり強力に推
進／ガイドライン作成へ　汚水処理施設の最適化を推進
／新技術普及へロードマップ 国交省・推進会議 下水道
管路メンテナンス　◎ 明日への道標 技術者は人類に貢献
すべき―島秀雄 夢の新幹線―…高倉克也　◎ 東京見て
歩き(147)京王沿線の百草園の梅…坂本弘道 ◎ 特別連載 
平成を偲ぶパロディ狂歌集(84)…野平大魚　◎続 馬耳
東風(421)…西村修一　◎建築着工統計[2026年１月]

◎ 次代を担う衛生・環境工学者インタビュー100回記念企
画 浅見氏による真柄泰基先生インタビュー(その４) ◎
JICAプロジェクト ネパール水道公社 アルジュン バブー ダ
カール総裁に聞く　◎ 業界イベント 労務費基準など学
ぶ／全管連事務局研修会で交流／タブチが継手をPR／
盛大に初の新春の集い／小泉久則氏お別れの会　◎｢令
和11年度に向けた｢第三次・全国統一指標(令和７年度
～)｣の目標値等を決定　◎令和７年度｢土砂災害防止に関
する絵画・作文｣作品　◎｢グリーンインフラの活用が当たり
前の社会｣の実現に取り組みます　◎都市計画基本問題小
委員会 中間とりまとめを公表!　◎公共交通機関におけ
るバリアフリー化の状況について　◎｢適正な工期設定等
による働き方改革の推進に関する調査(令和６年度)｣の結
果を公表　◎九都県市｢エコなライフスタイルの実践・行
動｣キャンペーンを実施◎高齢者の消費者被害防止に向
けて◎建築物リフォーム・リニューアル調査報告(令和7年
度第二四半期受注分)　◎ Photoエッセイ 雪のお話(１)…余
湖典昭　◎ トピックス データ利活用で報告 水道スマートメー
タ導入へ／下水道全体の脱炭素化推進 国土交通省／水道分
散型システムで指標 国土交通省／双方向の広報活動を学ぶ
勉強会／２月９日付で事務所を移転 管機連 東管機商
◎ POLITEC設立30周年連続企画① 排水管ポリエチレ
ンパイプシステム協会が設立30周年　◎ 明日への道標 井
戸を掘った人を忘れない―周恩来と日中共同声明―…高
倉克也　◎ 東京見て歩き(146) 荻窪の今川家の菩提寺、
公園、遊歩道等…坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパ
ロディ狂歌集(83)…野平大魚　◎続 馬耳東風(420)…西
村修一　◎建築着工統計[2025年12月]
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　人間は虫の仲間か、それともロケットの仲間か。
ロケットの方だと勘違いしている人がいると解剖
学者の養老孟司は憤慨する。大の虫好きの養老は
ベストセラーになった著書『死の壁』で「一寸の
虫も五分の魂という言葉がある。どんな小さな虫
も相応の命があるから粗末にしてはいけない」と
仏教的な観点から無闇な殺生を戒めている。
　ロケットは壊れても修復することができる。命
はどうだろう。｢なぜ人を殺してはならないか」と
いう問いかけに養老は「死は回復不能です」と答
えている。命は元に戻せない取り返しのつかない
ものだ。人も虫も命あるものは自然の一部であり、
他人を殺すことは自分自身も含まれるかけがえの
ない自然を破壊する行為に帰結する。
　わたしはイラン戦争であらためて命の重さを
痛感した。先制攻撃を仕掛けたトランプ大統領は
｢イランを石器時代に逆戻りさせる」と脅迫した｡
トランプには戦火で犠牲になる子供たちの姿が見
えていない。自分が自然を超越した存在であると
錯誤している。長崎で原爆を体験した美輪明宏が
語ったように戦争は大量殺人にほかならない。
　フランスの哲学者ジャンケレヴィッチは文法
上の人称を使って死を三つに区分した。一人称の
死は自殺、二人称の死は家族、恋人、友人の死、
三人称の死は他人の死。養老は自殺が二人称の死
として周囲にどう受け止められるのか考えるべき
と諭している。命は自分だけで完結するものでは
ないとわたしも思う。地球上のあらゆる命が輝く
未来への扉は小さくてもまだ開いている。(高倉)
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